
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 10 日(金)朝の時間、地震を想定した避難訓練を行いました。災害が比較的少ない香川県の中で、

渇水の次に可能性が高いと言われているのが、南海トラフ巨大地震です。気象庁地震火山部が発表してい

る最新の情報(2023.11.8)によると、南海トラフで今後 30 年以内に発生する確率は 70～80％であり、昭

和南海地震の発生から約80年が経過していることから、切迫性の高い状態であるとのことです。 

今回の訓練では、地震発生直後の動きとして、防災頭巾・ヘルメットをスムーズにつけて避難する練習

を行いました。始めは、緊急地震速報の放送を合図に、全校児童が机の下に身を隠して頭を守りました。

揺れが収まった後、１・２年生は、椅子の背もたれにつけている防災頭巾をかぶって逃げる準備をしまし

た。３年生以上は、机の横にかけている折りたたみ式ヘルメットを組み立ててかぶり、逃げる準備をしま

した。全校児童が、静かに素早く訓練を行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日（木）朝のスポーツタイムでは、全校生が音楽に合わせて運動場を走りました。12 月 1 日（金）

の校内マラソン大会に向けて、各自の目標を達成するために一生懸命取り組めていました。 
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